
算数への関心は年々高まってきている。図形に関わる問題や記述式の問題について課題がある。

令和２年11月
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平成31年度(令和元年度)島根県学力調査における本県の課題

全国学力・学習状況調査問題を活用して指導の改善・充実を図るうえでのポイントを，「調査問題活用の参
考資料」（国立教育政策研究所刊）等を基にまとめました。本県・自校の児童生徒の強みと課題を把握し，
付けたい力を明確にした授業を展開しましょう。

令和2年度全国学力・学習状況調査問題の参考資料より

学習指導に当たって
○具体的な操作を通して、図形の構成要素や性質を基に考察したり、
問題の解決のために必要な数量を見いだしたりすることが重要。

○例えば、辺と辺、辺と面、面と面のつながりに着目して図形を捉え、
構成要素である辺の数、辺の長さなどを基に図形と式とを関連づけ
て説明することができるようにすることが大切。

•調査問題を活用して授業改善を進めていきましょう。総括

算数の授業の内容は
よく分かる％ ％

量の大きさを実感をもって捉えたり、図形の構成要素や性質をもとに考察したりする数学的活動を通して、数量や図形についての
感覚を豊かにする学習を心がけましょう。児童の実態に応じて全ての児童が活躍できる学習場面を工夫し、課題解決の過程を大切
にした授業を展開しましょう。

図形の構成要素や性質を
基に考察する

大切 目的に応じて、様々な観点で
考察する

大切
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学習指導に当たって
○論理的に考えを進めてそれを説明したり、判断や考えの正しさを説明
したりできるようにすることが大切。

○言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて、筋道を立てて説明したり
論理的に考えたりして、自ら納得したり他者を説得したりすることがで
きるようにすることが大切。

◇児童のいろいろな考え方を取りあげ、解釈する活動を取り入れていきましょう。
◇図形をかいたり、切ったり、並べたり、作ったり展開したりするなどの数学的活動を取り入れていきましょう。
◇ 数量の関係（基準量、比較量、割合）を多様な図で適切に表す活動や、かかれた図から関係を読み取る活
動を取り入れていきましょう。

◇児童が自分の考えを説明したり、ノートに記述したりする活動を適宜取り入れましょう。

算数で学習したことは、
将来、社会に出たときに
役に立つと思う

㋐の角の大きさは?


